
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
４
５
回 

 

竹
林
院
奥
駈
行
の
接
待
（
行
仙
宿
に
一
泊
） 

 

◇
実
施
日 

 

７
月
１
５
日
（
土
）
～
１
６
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、

瀧
本
昭
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
名
（
宿
泊
） 

濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
阪
口
雄
二
、
大
森
洋
、
西
克
、
由
井

洋
三
、
高
橋
桂
太
、
生
熊
千
満
子
、
高
階
美
根
子 

９
名
（
日

帰
り
） 

 

竹
林
院 

 

福
井
紀
之
（
東
京
）、
園
田
寿
彦
（
京
都
市
）、
田
畠
研
一
（
さ

い
た
ま
市
）、
大
槻
康
夫
（
綾
部
市
）、
佐
々
木
雄
真
（
綾
部
市
）、

大
槻
秀
和
（
綾
部
市
）、
中
村
昇
俊
（
草
津
市
）、
松
村
卓
司
（
京

都
市
）、
本
村
隆
行
（
草
津
市
） 

 
 
 
 
 
 

９
名 

  

５
月
２
４
日
、
竹
林
院
院
主
福
井
良
盟
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
「
本
年
度
の
当

院
奥
駈
修
行
を
南
で
行
う
。
つ
い
て
は
７
月
１
５
日
に
行
仙
宿
で
一
泊
し
た
い

の
で
、
そ
の
一
泊
と
夕
食
、
翌
日
の
朝
食
と
昼
食
弁
当
の
お
世
話
を
頂
け
な
い

か
」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
１
０
名
位
で
、
行
動
予
定
や
参
加
者
名

簿
は
後
日
送
付
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
峰
山
護
持
院
の
南
奥
駈
は
久
し
ぶ

り
の
事
な
の
で
、
す
ぐ
に
了
解
の
返
事
を
す
る
。 

竹
林
院
の
南
奥
駈
は
平
成
２
９
年
（
２
０
１
７
）
の
７
月
９
日
に
１
１
名
で
金

剛
多
和
に
出
向
き
、
途
中
接
待
を
さ
せ
て
頂
い
た
記
録
が
有
る
が
、
そ
れ
以
前

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 

７
月
１
５
、
１
６
日
の
本
番
と
７
月
１
２
日
に
事
前
荷
揚
げ
と
決
め
、
皆
さ

ん
に
周
知
、
相
談
を
行
う
。
特
に
食
事
の
お
世
話
は
女
性
の
皆
さ
ん
に
対
応
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
大
江
さ
ん
、
畑
林
さ
ん
に
お
願
い
し
た
所
、
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。 

そ
の
後
竹
林
院
か
ら
奥
駈
案
内
文
と
参
加
者
名
簿
が
届
く
。
参
加
人
数
は
７
名

に
な
っ
て
い
た
。 

ど
こ
と
も
高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
に
コ
ロ
ナ
も
重
な
り
人
集
め
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
参
加
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
７
月
１
２
日
の
事
前
荷

揚
げ
は
中
止
し
、
７
月
１
５
日
に
ま
と
め
て
荷
揚
げ
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

事
前
に
沖
崎
、
大
江
、
畑
林
の
３
名
で
打
合
せ
を
行
い
、
２
日
前
か
ら
食
材

の
調
達
を
済
ま
せ
た
。
ま
た
当
日
の
宿
泊
者
を
沖
崎
、
梶
野
、
瀧
本
、
大
江
親

子
、
畑
林
の
６
名
と
し
、
荷
揚
げ
日
帰
り
組
も
９
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

雨
の
中
の
荷
揚
げ 

 
 

 
 

食
材
と
水
な
ど 

 
 
 

 
 

行
仙
宿
に
着
く 

 

７
月
１
４
日
の
午
後
９
時
半
、
竹
林
院
か
ら
電
話
が
あ
り
、
参
加
者
が
２
名

増
え
て
９
名
に
な
っ
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
の
事
だ
っ
た
。



す
ぐ
に
大
江
さ
ん
に
電
話
し
て
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
「
食
材
は
余
裕
を
も
っ

て
用
意
し
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
な
る
」
と
返
事
を
い
た
だ
き
一
安
心
し
た
。 

 

７
月
１
５
日
午
前
１
０
時
少
し
前
に
１
５
名
が
登
山
口
に
集
合
。
天
気
予
報

に
は
無
か
っ
た
雨
が
降
っ
て
き
た
。
洗
濯
し
た
毛
布
や
弁
当
、
食
材
な
ど
は
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
包
ん
で
い
た
の
で
濡
れ
る
こ
と
は
無
い
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
荷
台
は

満
載
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
雨
具
着
用
や
傘
を
さ
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
向
か

う
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
が
さ
ほ
ど
広
く
な
い
の
で
大
人
数
の
場
合
、
荷
分
け
や

背
負
子
へ
の
取
り
付
け
で
混
雑
す
る
。
今
日
は
到
着
順
に
浦
向
道
分
岐
辺
り
ま

で
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
取
り
付
け
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

水
７
．
５
リ
ッ
タ
ー
を
３
個
、
夕
食
の
パ
ッ
ク
や
食
材
の
他
、
洗
っ
た
毛
布

１
０
枚
等
が
あ
っ
た
が
、
１
５
名
の
参
加
が
あ
っ
た
の
で
一
回
で
全
て
荷
揚
げ

で
き
た
。 

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

１
５
日
の
参
加
者 

 
 

 
 

日
帰
り
組
下
山 

 
 
 

 

洗
濯
す
る
毛
布 

 

行
仙
宿
に
着
い
た
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
荷
物
の
梱
包
を
解
い
て
そ
れ
ぞ
れ

を
整
理
、
小
屋
と
お
堂
の
清
掃
を
行
い
１
２
時
前
に
昼
食
と
し
た
。 

 

日
帰
り
の
皆
さ
ん
は
新
た
に
洗
濯
す
る
毛
布
１
４
枚
を
担
い
で
、
午
後
１
時

前
に
下
山
し
た
。 

 

宿
泊
組
の
６
名
は
色
々
な
準
備
を
続
け
る
。
竹
林
院
の
連
絡
で
、
登
山
口
が

午
後
５
時
頃
、
行
仙
宿
に
着
く
の
は
午
後
６
時
頃
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
時
間

は
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
梶
野
君
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
出
し
て
き
て
丸
太
を
玉
切
り
、

瀧
本
さ
ん
と
沖
崎
も
加
勢
し
て
マ
キ
造
り
を
始
め
た
。 

 
 

 
 

 

竹
林
院
一
行
到
着 

 
 

 
 

お
堂
で
勤
行 

 
 
 
 

 
 

 

薪
割
り 

暫
く
続
け
て
い
る
と
法
螺
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
午
後
３
時
前
だ
。 

す
ぐ
に
竹
林
院
の
一
行
が
行
仙
岳
方
向
か
ら
や
っ
て
き
た
。 

話
し
を
す
る
間
も
な
く
皆
さ
ん
お
堂
の
前
に
整
列
さ
れ
て
勤
行
が
始
ま
っ
た
。 

院
主
ご
子
息
の
福
井
紀
之
氏
（
５
２
歳
）
が
先
達
、
導
師
の
よ
う
だ
。
勤
行
を

終
え
挨
拶
す
る
。
今
日
１
０
時
３
０
分
頃
に
吉
野
を
出
て
白
谷
ト
ン
ネ
ル
東
口

よ
り
入
山
、
明
日
は
午
前
５
時
出
発
。
玉
置
山
へ
向
か
い
十
津
川
温
泉
の
田
花

館
に
泊
り
、
翌
朝
登
り
返
し
て
本
宮
に
向
か
う
。
と
の
事
だ
っ
た
。 



９
名
の
皆
さ
ん
を
小
屋
に
案
内
し
、
夕
食
ま
で
の
間
着
替
え
て
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
く
。
さ
い
た
ま
の
田
畠
さ
ん
が
薪
割
り
の
手
伝
い
を
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

夕
食 

 
 
 
 

 
 

１
６
日
朝
食
準
備 

 
 

 
 
 
出
発
時
の
勤
行 

 

予
定
よ
り
も
到
着
が
早
か
っ
た
の
で
、
夕
食
の
時
間
も
繰
り
上
げ
た
。
午
後

４
時
半
か
ら
沖
崎
よ
り
挨
拶
と
本
日
の
寝
場
所
や
消
灯
時
間
、
明
日
の
朝
食
、

弁
当
な
ど
を
説
明
し
、
午
後
５
時
前
に
心
経
が
唱
え
ら
れ
、
夕
食
を
始
め
た
。 

な
お
、
夕
食
は
新
宮
の
「
お
む
す
び
一
郎
」
さ
ん
の
パ
ッ
ク
と
し
、
翌
日
の
朝

食
と
弁
当
は
小
屋
で
の
手
造
り
と
し
た
。 

 

竹
林
院
一
行
の
食
事
が
終
わ
り
、
後
片
付
け
を
し
た
後
我
々
６
名
は
管
理
棟

に
移
っ
て
夕
食
と
反
省
会
、
午
後
８
時
前
に
は
発
電
機
を
止
め
消
灯
す
る
。 

沖
崎
、
梶
野
、
瀧
本
の
３
名
は
小
屋
に
戻
っ
て
就
寝
、
小
屋
内
の
気
温
は
２
０
℃

位
で
毛
布
一
枚
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。 

 

な
か
な
か
寝
付
け
ず
、
夜
中
に
３
回
も
ト
イ
レ
に
起
き
た
。
隣
の
瀧
本
さ
ん

も
よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

午
前
３
時
に
な
っ
た
の
で
管
理
棟
の
様
子
を
見
に
行
く
。
女
性
陣
３
名
は
す
で

に
朝
食
の
準
備
を
し
て
い
た
。
梶
野
君
は
午
前
２
時
半
に
発
電
機
を
始
動
し
て

い
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
山
に
向
け
て
出
発 

 
 

小
屋
内
の
清
掃 

 
 
 

 
 

 
 

下
山
完
了 

午
前
３
時
半
頃
に
は
行
者
の
皆
さ
ん
も
起
床
さ
れ
、
午
前
４
時
に
小
屋
の
照
明

を
点
灯
し
た
。
午
前
４
時
１
０
分
か
ら
朝
食
を
始
め
る
。 

食
後
、
出
発
の
為
装
束
を
整
え
、
午
前
５
時
に
お
堂
前
に
整
列
し
勤
行
。
お
礼

の
言
葉
を
頂
き
玉
置
山
に
向
け
て
出
発
さ
れ
た
。 

 

一
行
を
見
送
っ
た
後
、
食
後
の
片
付
け
を
行
い
、
泊
組
６
名
も
朝
食
を
摂
る
。 

久
し
ぶ
り
に
小
屋
で
摂
る
朝
食
、
暖
か
い
ご
飯
と
味
噌
汁
が
う
ま
か
っ
た
。 

食
後
は
片
付
け
と
掃
除
。
掃
除
機
を
使
っ
て
隅
々
ま
で
き
れ
い
に
し
た
。 

 
午
前
７
時
半
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ゴ
ミ
な
ど
を
背
に
下
山
し
た
。 

 
今
回
の
接
待
で
、
宿
泊
代
の
他
夕
食
、
朝
食
、
弁
当
と
行
動
食
（
パ
ン
、
バ

ナ
ナ
）
を
含
め
お
一
人
６
，
０
０
０
円
を
頂
戴
し
た
。
加
え
て
金
一
夫
を
寸
志

と
し
て
頂
い
た
。
竹
林
院
は
精
進
料
理
、
禁
酒
、
禁
煙
に
関
し
て
寛
容
で
自
由

な
し
き
た
り
の
よ
う
だ
。
準
備
す
る
側
に
と
っ
て
も
大
変
や
り
や
す
い
。 



 
毎
年
奥
駈
行
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
殆
ど
は
吉
野
か
ら
山
上
ヶ
岳
ま
で

で
、
南
奥
駈
は
６
～
７
年
に
一
度
く
ら
い
の
頻
度
の
よ
う
だ
。 

 

現
在
我
々
ぐ
る
ー
ぷ
は
南
奥
駈
道
の
整
備
と
小
屋
の
維
持
管
理
が
主
な
活

動
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
修
行
さ
れ
る
行
者
の
接
待
・
サ
ポ
ー
ト

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
登
山
者
を
含
め
、
来
山
、
来
宿
者
の
対
応
に

も
力
を
注
ぎ
た
い
。 

 

今
回
食
事
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
江
さ
ん
、
徳
子
ち
ゃ
ん
、

清
ち
ゃ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
日
帰
り
で
荷
揚
げ
や
毛
布
の
荷
下
ろ
し

に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
に
由
井
さ
ん
に
は
遠
路
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
過
で
遠
の
い
て
い
ま
し
た
が
、
久
々
の
小
屋
泊
ま
り
で
し
た
。
た
ま

に
は
い
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

7/15 
09

：35

補
給
路
登
山
口
→10

：57

行
仙
宿
→12

：43
日
帰
り
組
下
山

→15

：00

竹
林
院
到
着
→20

：00

消
灯 

7/16 
02

：15

朝
食
準
備
→
竹
林
院
出
発05

：0
0

→07

：28

下
山
→08

：0
8

補
給
路
登
山
口 

 


